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西村昭(海洋地質部)
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イクチオリス(ichthyo1ith)という語を聞きなれない

方も多いかもしれ狂い.この用語はichthyo(魚の)

と1ith(石)を合せた語で深海の赤粘土校とに産出し

魚に由来するらしい粛や骨の化石に対してつけられた名

称である一大きさは数10μから数mmくらいで三

角形･円錐･円盤･多角形など種々の形カミある.赤粘

土からこれらカミ産出することは古くから知られそ

の形態から魚に由来すると考えられf1shboneとか

fishskeleta1debrisと呼ばれてきた.

グロマｰ･チャレンチャｰ号による海底掘削の開始に

より深海堆積物の長い試料カミ得られるようになり連

続した詳しい生層序が確立されて.きた.深海の堆積物

のうち石灰質軟泥には浮遊性有孔虫･石灰質ナンノ

化石カミ珪質軟泥には放散虫･珪藻･珪質鞭毛藻カミ多
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これは

チオリスの層序的産出表(H肌Msらユ97ユ)

研究の初期につくられた.ジュラ紀～現世がEDGERT0Nら(ユ977)

D0YLEら(1979)に詳しい･�
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く産出しその詳細な生層序に役立っている.しかし

中部太平洋などで水深5,000mを超える炭酸カルシウ

ム補償深度以深の所に広く分布する赤粘土にはイクチ

オリス以外には浮遊性有孔虫などの石灰質殻の微化石

はもちろん放散虫などの珪質殻の微化石も殆んど産出

しない.これはイクチオリスカミリン酸カルシウムか

らできていて容易に溶解しないためである.産出頻

度は多い赤粘土でも乾燥19中に数10個である.石

灰質殻や珪質殻の微化石を含まない堆積物の時代を知る

ためにもこのイクチオリスか注目されはじめた.最

初に生層序学的に検討されたのは中部太平洋での深海

掘削(DSDP)の第7節の報告である(H肌Msら1971).

生層序の基本は分類体系を確立しそれに従って各

分類単位(タクサ)の存続期間を明らかにすることである.

イクチオリスについては正体カミあまりはっきりとしな

かったのと体のごく一部分の化石であることから一

般の生物の分類で用いられる属･種が使われず形態に

基づいて分類され初期にはA･B･C……のように

名称カミつけられた(HELMsら1971).本格的に生層序学

的検討をはじめたのはDOYLEら(1974)で形態を全体

から小さな差異までを記号化した体系をつくりあげた.

その方式では一つのイクチオリスにα2/わ5/62,4/ゴ1

+3/ε6-9のような記号名称がつけられる.これ以降

イクチオリスの分類･名称はD0YLEらのこの体系カミ

修正･補備されて使用されている.しかしこの記号

名称では小さい差異までもが区別されまた形態を想

定しにくいのでこれとは別に一定の形態のまとまり

に対して英語3～5語の名称(例えばτ7づα勿ψゐ00肋刎鮒

φ〃)からなるsubtypeの｡ouoquia1nameがつけられ

上記の記号名称と併用されている.存続期間を層序表

に示すときにもこれらの名称が使われており海底堆

積物については白亜紀までのおおまかた生層序は確立

しつつある状況であり(図1)さらに陸上のより古い

時代の堆積物のものについて研究が行われている.

地質調査所海洋地質部では昭和50年以来中部太平

洋においてマンガン･ノジュｰノレの賦存およびその成

因の地質学的研究を行っている.ごめ調査ではマン

ガン･ノジュｰノレの生成の場を考えるためにボックス

型採泥器やピストン･コアラによる深海堆積物の採取と

その分析がなされてきた.この中で沈澱管法による

堆積物の砂粒径成分の組成分析やスミヤ･スライドに

よる堆積物の観察においてイクチオリスを認めること

ができる(写真1).特に砂粒径成分が堆積物の体積

比で3%より少ない赤粘土の場合にはその砂粒径成分

の殆んどがイクチオリスであることもある.ARITAら

(1977)はGH76-1調査海域においてイクチオリスの

産出を認めその形からrサメのウロコ｣として扱って

いる･5つのピｰクを持つ三角卵型のイクチオリスが

表層近くに産出し長三角形のものは下方に卓越するこ

とに注目している.その後のこの海域の調査において

もイクチオリスは砂粒径の一成分として産出カミ明ら

かにされている.この海域のマンガン･ノジュｰノレ分

布域のピストン･コアは赤粘土からなることが多く当

然石灰質殻や珪質殻の微化石は含まれないことが殆ん

どである.古地磁気測定による年代層序の解釈のため

にもイクチオリスによる年代の推定が期待されるが現

在まだ行われてい狂い.

1'2;曲3～7;
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写真1中部太平洋海盆GH80-5調査航海のピス

トン･コア(P208)のコア･キャッチャ

のフッ石質粘土のイクチオリス

(走査型電予顕微鏡写真)
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4.α2/δ2/c5μ2/召1〃｡/go/乃4/ゴ2/プ1

∫め2μα尾s〃〃〃5α∫θ

5.ω2/あ2/c7μ1/θ1〃1/go/乃4/{2/プ1

∫ω舳μα尾s刀〃〃5α∫θ

6.α3/ろ1/c4μ4/θ1〃1/91+2P01ツg0舳1

cω伽

7.α3/あ1/c4μ4/81/∫1/91+2P01雌0ηα1

cω伽�
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目本近海においては昨年のGH80-3調査航海の際

鹿島沖の香取海山の南斜面でドレッジされた堆積物中に

発見された.ここでは水深約6,000mからマンガ

ン･ノジュｰルなどとともに暗灰褐色のフッ石を多く

含む赤粘土が採取された.この赤粘土を水洗すると

乾燥19中に18個のイクチオリスが含まれていた(写真

2).イクチオリスの観察は水洗した後バルサムな

どで封入して透過光で顕微鏡下で行われている.写

真2も透過光の写真である.しかし最近立体的観

察のため反射光での観察も必要であるとして走査型

電子顕微鏡写真で写真1のようだ図版を発表している

例もある.

イクチオリスによく似ていて正体不明で議論の多い

化石にコノドントがある.しかしコノドントは

三畳紀までしか産出しないがイクチオリスは現在に

産出がひきつづいていてその正体を現生生物につきと

めることができる.KozAREKら(1980)はイクチオ

I二ゆんりん

リスを現生のサメの楯鱗と比較検討していくつかのも

のについてはいわゆる属種名をつけている.事実図

鑑たどに掲載されている様々な型の現生の軟骨魚類の楯

鱗(図2)とイクチオリスを比較すると類似するも

のカミいくつか認められる･ここにサメの楯鱗の一例

として昨年のGH80-5調査航海にノ･ワイ西南方で釣

りあげられたサメの背面の“サメ肌"の写真を示す(写

真3)･このぎっしりと並んだ楯鱗の一つと先の写真

1の4や5を比べるとこのイクチオリスがサメの楯鱗

であることがよくわかる.この楯鱗の大きさは巾が

O,3mmである一このサメは胴まわり1m体長1,5

mくらいなので全身には数千万枚の楯鱗をつけている

ことに恋る･一匹でもこの数であるから数多く泳い

でいる海域の海底の堆積物よりかなりの化石が産出す

ることもうなずける｡一方イクチオリスの中で最も

多く産出する三角形のものについてKozAREKらは

硬骨魚類の粛と考えているが具体的にはまだ現生のも

のと対応はっいていないようである.

上にみてきたようにイクチオリスの研究はすすんで

その正体もわかりつつある.化石はその正体がわか

るとその現生のものの生活形態や分布状態からその

化石の生層序の適合の限界(生物地理区)や化石の持つ

示相的意義カミわかってくる.その意味でイクチオリ

スの古生物学的研究カミはじまったといえる.

日本の陸上の地層からは新第三系を中心に白亜系か

ら第四系にサメの衛などの軟骨魚類の化石が多く発見

されるが楯鱗化石はコノドントと共に三畳系から報告

されているのみである(後藤1978).楯鱗が顕微鏡的

大きさであることが余り発見されない原因かもしれな

いが探す気になれぱみつかるかもしれない.サメの

歯と楯鱗が同一地点で発見されればイクチオリスに

も本来の属種名がつけられていくであろう.

房総半島の鮮新統の清澄層のシルトの有孔虫分析する

過程でイクチオリスカミみつかった(写真4).これは

1009のシノレトの分析で一個のみみつかったものであ

る｡深海堆積物と異なり陸源の砂泥でうすめられイ

クチオリスの含有量がきわめて小さくなっている.

このような他の微化石分析過程でのイクチオリスの産出

の蓄積もイクチオリスの生層序の完成に必要だと思わ

れる･日本の地層に深海起源の堆積物があるといわれ

ている.その検証の一つとしてそれにイクチオリス

が多く含まれているかを調査してみるのも興味深い.

日本のあちこちからイクチオリスか発見されることが望

まれる.

昨年夏GH80-5調査航海に参加する機会カミあった.

妻奏“㍍

軟骨魚類体制模式図I

図2サメの楯鱗

新目本動物図鑑〔下〕より(岡田らユ965)

写真2鹿島沖GH80-3調査航海香取海山の

赤粘土のイクチオリス(透過光写真)�
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その際白嶺丸の工藤･井上両甲板員の手によりサメが

釣りあげられた.その“サメ肌"を実体顕微鏡でみて

堆積物の分析でみなれたイクチオリスそのもののサメの

楯鱗を実感しこのイクチオリスの紹介を書こうと一思い

だった.工藤･井上両甲板員に感謝するものである･

房総半島のイクチオリスは地質調査所大阪出張所の徳

橋秀一技官に提供していただいた･
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写真3

“サメ肌"(走査型電子顕微鏡写真)
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写真4

房総半島清

澄層産イク

チオリス�


